





Internship Program with a New-Type Internship Framework in Cooperation with Regional Mall
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　　図４　「活動拠点イメージ」
　　表６　「自己評価集計」
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【実施後】
　Ａ＝できているという回答については、実施前10％満たなかった10項目中、「シナリオ構築力」
「検証力」「質問力」の３項目が新たに10％を超えるなど全16項目中15項目で伸ばしている中、「計
画立案力」のみ実施前15％から実施後８％に減少している。Ｂ＝ややできているについては、16項目
中7項目（「やりぬく力」-42％、「傾聴力」-35％、「課題発見力」-24％など）で減少しているが、
この項目は「Ａ＝できている」で「やりぬく力」49％、「傾聴力」32％、「課題発見力」23％など大
きく伸ばしている項目と合致している。Ｃ＝あまりできていないについては、「課題発見力」10％、
「傾聴力」３％、「計画実行力」１％の３項目が増加し、「協働力」が増減無しであった以外の12項
目は減少している。
　事前事後の自己評価から、「Ａ＝できている」「Ｂ＝ややできている」の項目に絞り検証を進める。
事前段階で「Ａ＋Ｂ」が80％を超えていた項目は「傾聴力」95％、「課題発見力」「やりぬく力」85％
の３項目であり、事後になると事前3項目「傾聴力」「やりぬく力」92％、「課題発見力」85％に加
え、「情報収集力」「質問力」92％の5項目となっている。「情報収集力」は事前より37％、「質問
力」事前より42％と大きな伸びを見せての80％越えである。また、80％を超えていないが前後で大きな
伸びを見せた項目としては49％伸びた「プレゼンテーション力」69％、32%伸びた「課題分析力」77％
がある。
（５）外部テスト
　学内における評価のみではなく、全国の大学における取り組みと評価の検証についても行えるよう外
部テストの実施を試みている。初年度であるため、詳細検討は26年度以降に行う予定となっているが、
外部テストの選定も含め今回「ＰＲＯＧ」テストを試行した。本テストを選択したのは、平成24年度に
文部科学省「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」を本学が採択しており、関越地
域グループ18校と連携し、インターンシップの評価についても検討する中で、外部テストの試行として
「ＰＲＯＧ」テストを選定し、実施していることによる。
（試行参加校：新潟大学、茨城大学、新潟工科大学、千葉商科大学、千葉科学大学、新潟青陵大学、新
潟青陵大学短期大学部）
　この「ＰＲＯＧ」テストは、株式会社リアセックと河合塾が共同で開発したもので、ジェネリックス
キルを測定している。ジェネリックスキルとは２つのチカラから成り立っており、知識を活用して問題
を解決するリテラシーと、人と自分にベストな状態をもたらそうとするコンピテンシーであると、定義
されている。この２項目で測定しているのが次のチカラである。
リテラシー　　：問題解決力＝情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力
コンピテンシー：対人基礎力＝親和力、協働力、統率力
　　　　　　　：対自己基礎力＝感情制御力、自信創出力、行動持続力
　　　　　　　：対課題基礎力＝課題発見力、計画立案力、実践力
　実施にあたっては、事前説明会実施時に学生に配布し、本インターンシップ実施初日に学生より回収
している。
　テスト結果は、次の通りである。
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　リテラシー平均については、「総合」が2.8となっている。項目別に見ると「課題発見力」3.1、「構
想力」2.9、「情報収集力」・「情報分析力」2.2、であり、「言語処理能力」2.3、「非言語処理能力」
1.8である。「課題発見力」3.1と「非言語処理能力」1.8を除き他の項目が「2.0台」で推移しており、大
きな項目差がない状況である。
　コンピテンシー平均については、「総合」が2.6となっている。３つの中項目では「対自己基礎力」
3.3、「対人基礎力」・「対課題基礎力」2.8である。９つの小項目では、「親和力」・「協働力」・
「行動持続力」2.8、「感情抑制力」・「自信創出力」2.5、「計画立案力」2.4、「実践力」2.3、「課題
発見力」2.2、「統率力」1.9である。統率力を除き他の項目が「2.0台」で推移しており、大きな項目差
がない。
　ＰＲＯＧテストからわかる課題は、「統率力」への取り組み方である。統率力は本人の持っている基
礎力も大きく影響すると考えている。短大２年間で能力向上を目指すべき項目としては難易度が高く、
他の「実践力」「課題発見力」向上を優先したプログラムとして取り組むかについては、26年度の課題
としたい。
４．終わりに
　本年度の地域インターンにおいては、プログラム全体の運営検証に終始している。全体の流れは問題
なく運用できることが確認できているが、細かな課題が洗い出された。特に、評価については学生の自
己評価と外部テストによる評価となっており、本学独自の評価項目策定を急ぎたい。
自己評価については、インターンシップ取り組み前から「傾聴力」・「やりぬく力」・「課題発見力」
は高く、事後になると「情報収集力」「質問力」も高い評価となる。これは、本プログラムでの活動を
進めるためには必要な項目として想定しており、経験の中で学生への意識付けを強めたい。
　また、学生が課題を発見し、実習先を決定するというプログラムの性格上、同一店舗での課題の深堀
が難しく、ファーストアプローチに終始していた。次年度は、本学の取り組みが地元商店街からも理解
されての活動となるため「お伺い」⇒「話し合い」⇒「行動」⇒「達成」のサイクルを同一店舗で体験
させる仕組み作りが必要となる。
　以上の諸点について本取り組み上の課題も浮き彫りとなった。この点を踏まえて次回の取り組みを進
めていく。
　地域インターン実施にあたっては、新潟中心商店街協同組合様、新潟商工会議所様、お笑い集団ＮＡ
ＭＡＲＡ様、ＰＡＮＤＡスタジオ様および学内関係者では地域連携コーディネーターとして参加頂いた
西田卓司様、成田雅史様・加藤大輔様、キャリアセンター主席調査役田村瑞穂様に感謝申し上げます。
　　表７　「ＰＲＯＧテスト結果」
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